
　　市長定例記者会見の概要（令和６年第２回市議会定例会ほか）　
5月29日、15:00～、101会議室
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2 立川シティハーフマラソン2024で日本デフ記録を更新

3 くるりん・ウドラをデザインした白衣の作成について

4

5

 令和６年第２回市議会定例会(６月４日に召集)の開催にあたり、下記項目を発表。

定時制・通信制高校等合同学校相談会の実施

立川市史の資料編写真集について

民間事業者による「たちかわ電子図書館」への追加支援（輪島市支援の拡充）



    資料１  

定例記者会見発表資料 

令和６年５月 29 日（水） 

立川市総合政策部広報課 

 

発 表 項 目 定時制・通信制高校等合同学校相談会の実施 

【概要】 

 子ども家庭部子ども育成課では、立川市子ども・若者自立支援ネットワーク事業の

一環として、年に２回、「定時制・通信制高校等合同学校相談会」を実施しています。

市内には定時制や通信制の高校が多く設置されていることから、同ネットワーク参加

校の教員の発案により、平成２８年度からスタートした事業です。 

 相談会当日は、公・私立を問わず様々な教育課程の学校や支援団体等の教職員が約

２０のブースを設置し、直接ご質問やご相談にお答えするほか、学校の選び方のコツ

や在校生の体験談、教育費の補助制度に関するミニ講演等も開催します。 

進路に悩む学生をはじめ、高校について情報を得たい保護者や学校関係者など、毎

回多くの方にご来場いただいています。 

【事業費】 

立川市子ども・若者自立支援ネットワーク運営委託料 １,８３２千円 

 ※予算額は、ネットワーク事業全体のもの。当該事業分は、うち一部。 

委託先：特定非営利活動法人 育て上げネット 

【実施日】 

令和６年６月２３日（日）午前１０時～午後４時 立川市役所本庁舎 

※入場無料・予約不要・入退場自由（詳しくは別紙参照） 

【ＰＲポイント】 

初夏の学校相談会を市庁舎で開催するのは初となります。 

当日は、参加校の高校生が運営ボランティアとして携わります。実際に通う学生や

学校の雰囲気を来場者により身近に感じていただけるとともに、ボランティアの高校

生には、社会とのつながりを意識していただける場となることを期待しています。   

添 付 資 料 有          

問い合わせ先 
子ども家庭部子ども育成課長 小川 和美 

電話：５２３－２１１１（内線）1110 







資料２ 

 

定例記者会見発表資料 

令和６年５月 29 日（水） 

立川市総合政策部広報課 

 

発 表 項 目 立川シティハーフマラソン 2024 で日本デフ記録を更新 

【概要】 

立川市出身のアスリート岡田海緒選手（第 24 回夏季デフリンピック競技大会（2022

ブラジル カシアス・ド・スル）陸上女子 1500ｍ銅メダル 所属：三菱 UFJ リサーチ

＆コンサルティング株式会社）が３月１０日（日）に開催された立川シティハーフマ

ラソン 2024 大会の１マイルレースにおいて、日本デフ記録を更新されました。 

岡田選手は 800ｍ、1500ｍでも日本デフ記録保持者であり、これで３種目の日本デフ

記録を保持されることになりました。 

また、７月に台湾で開催される、第５回世界デフ陸上選手権の 800ｍに出場が内定い

たしました。 

岡田選手は、５月３１日（金）に記録更新と世界大会出場の報告に市長を訪問する予

定です。 

 

 

【ＰＲポイント】 

・１マイルの女子日本デフ記録を樹立 

・7/14～7/23 台湾で行われる第５回世界デフ陸上に 800ｍの代表が内定 

・2025 年東京で開催されるデフリンピックでも 800ｍ、1500ｍ両種目での活躍が期待

される。 

 

※デフとは英語で「deaf(デフ)」聞こえない人・聞こえにくい人という意味で、日本

デフ記録は一般社団法人日本デフ陸上競技協会が公認した記録。 

 

 

    

添 付 資 料 無 

問い合わせ先 
産業文化スポーツ部スポーツ振興課長 中村 達也 

電話：５２３－２１１１（内線）4410 



資料３ 

 

定例記者会見発表資料 

令和６年５月 29 日（水） 

立川市総合政策部広報課 

 

発 表 項 目 くるりん・ウドラをデザインした白衣の作成について 

【概要】 

令和５年度２学期より、東調理場から中学校及び単独調理小学校へ給食提供を開始

するにあたり、市立小中学校に通う児童・生徒を対象に２つの調理場の愛称を募集し、

「みんなのくるりんキッチン」としました。 

新型コロナウイルス感染症が蔓延により、栄養士による給食訪問ができない期間が

長く続いてきましたが、令和６年度より給食訪問を本格的に再開するにあたり、２つ

の調理場の愛称にある「くるりん」をデザインした白衣を作成しました。また、給食

では立川名産であるウドが入った料理を提供しています。そのウドのキャラクターで

ある「ウドラ」を株式会社壽屋のご協力を得て、「ウドラ」をデザインした白衣もあわ

せて作成しました。 

「くるりん」「ウドラ」をデザインした白衣は、栄養士が給食訪問や食育授業、調理

場への社会科見学時に着用します。 

 

【開始時期】 

令和６年度から 

 

【ＰＲポイント】 

くるりん白衣は、背中の収穫した野菜を抱えたくるりんのデザインがポイントにな

ります。 

ウドラ白衣は、野菜を抱えたウドラのデザインがポイントになります。 

実際に給食訪問や食育授業で栄養士が着用すると、多くの児童が集まり、「かわい

い」と大人気となり、集中して話に耳を傾けてくれています。 

  

添 付 資 料 無 

問い合わせ先 
教育部 学校給食課長 青木 勇 

電話：５２３－２１１１（内線）６８１５ 

























⺠間事業者による「たちかわ電⼦図書館」
への追加支援（輪島市支援の拡充）

事業概要 実施時期：令和６年５月〜
【目的】石川県輪島市の小・中学生等も閲覧できる読み放題コンテンツを追加し、子どもたちの読書環境を充実させる
【主な内容】立飛ホールディングスの費用負担により電子書籍（４パック157点）の読み放題コンテンツを追加する

立川市の小・中学生約12,000人のほか、石
川県輪島市の小・中学生約1,200人が閲覧
できる電子書籍のコンテンツの充実を図る
ことで、子どもたちのさらなる読書活動の
推進につながるほか、能登半島地震被災者
支援事業の一環である「輪島市支援」の拡
充が可能となる。

成果予測

市の負担なし

※立飛ホールディングス負担分
1,118,964円（税込み）

予算・財源

５月１日 読み放題セット4パック
157点の閲覧が開始

５月中 電子図書館周知チラシ
の配布
（立川市、輪島市）

今後のスケジュール

１ 追加する読み放題コンテンツ（４パック157点）の内訳と費用負担
（１）内訳（金額は税抜き）
①講談社 人気の童話パック 40点（253,960円） ②講談社 ＹＡパック 40点（286,440円）
③岩崎書店 おはなし・学びパック 50点（197,792円）
④メイツユニバーサルコンテンツ 調べ学習「みんなが知りたい」パック 27点（279,048円）
（２）費用負担 1,118,964円（税込み） ※立飛ホールディングスがコンテンツ使用料を直接支払う。
２ 追加支援分のコンテンツ閲覧開始日と支援後のコンテンツ総数
（１）閲覧開始日：令和６年５月１日から （２）総数：21パック 953点
３ 輪島市支援の概要
輪島市の小・中学生に対して「たちかわ電子図書館」の電子書籍「児童書読み放題パック」を閲覧できる状
態にしてサービス提供を実施。期間は３月12日〜８月31日まで。電子書籍サービスを提供している株式会社図
書流通センターの協力により、輪島市へのサービス提供が実現。
４ その他
立飛ホールディングスより、電子図書館周知チラシの作成・印刷の支援を受ける予定

資料４


